
特殊車両の適正運行の促進　好事例

☑確認の徹底（A）　　　　□教育強化（B）　　　　☑情報の共有（C）　　　☑荷主への対応（D）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　☑その他（E）　

出発前ミーティングや許可証の照合などによる安全輸送の確保

会 社 概 要

名古屋港のフェリー埠頭を基点として、東海、関西（大阪、神

戸）方面間の集荷、配達業務を行う。積載物は製産物、食品、工

業製品、産業機械、東北復興の橋梁部材などの一般、特殊貨物。

取 組 概 要

取組① 出発前ミーティングの実施（A・C）

取組② 許可証の照合（A・C・D）

出荷先工場担当者、トラック乗務員、誘導車乗務員とともに法令違反とならない様に通行ルート、休憩場

所の打合せミーティングを実施し、安全運行の再確認をする。

取組③ 落下事故防止等、交通事故対策の確認（A）

取組④ フェリー到着の確認（A）

取組①出発前ミーティングの実施 取組② 許可書の照合 取組④フェリー到着の確認

特殊車両通行許可書、制限外積載許可書を出荷先担当者、荷主運行管理者、乗務員を含め、車両登録番号、

有効期限、通行時間帯を確認し、許可書の携行確認もかねて行っている。

荷主運行管理者がトラック乗務員と誘導車乗務員の組合せを決め、走行ルートの再確認と休憩場所を打合せ、

増締めの実施を促し、荷崩れ、落下事故防止も含め、安全運行をする為の意思疎通を図っている。

出発地から休憩場所、到着地での写真撮影をし、荷主に対して安全運行できた旨を写真、チャート紙と共

に提出し、今後の安全運行に役立てている。


